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市
の
高
齢
化
率
（
65
歳
以
上
人
口
が
総

人
口
に
占
め
る
割
合
）
は
、
平
成
26
年
に

25
％
を
超
え
、
市
民
の
４
人
に
１
人
が
高

齢
者
（
65
歳
以
上
）
と
な
り
ま
し
た
。
３

年
後
（
平
成
29
年
）
に
は
、
高
齢
化
率
は

27
・
３
％
ま
で
上
昇
す
る
と
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
（
左
グ
ラ
フ
参
照
）。

金属団地での撮影

　

第
6
期
総
合
プ
ラ
ン
で
は
、「
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」、「
医
療
と
介

護
の
連
携
（
多
職
種
連
携
）」、「
認
知
症

高
齢
者
に
対
す
る
支
援
の
充
実
」
の
３
点

を
ポ
イ
ン
ト
に
、
7
つ
の
基
本
目
標
を
定

め
、
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

① 

生
き
が
い
づ
く
り
の
推
進

　
高
齢
者
趣
味
の
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
支
援

し
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
の
機
会

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

② 

健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
の
推
進

　
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
な
ど
、
高
齢
者
の
健
康

的
な
生
活
と
介
護
予
防
の
取
り
組
み
を
促

進
す
る
団
体
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

③ 

地
域
包
括
ケ
ア
の
充
実

　
身
近
な
相
談
機
関
で
あ
る
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
の
充
実
を
図
り
、
住

ま
い
・
医
療
・
介
護
・
予
防
・
生
活
支
援

を
一
体
的
に
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

④ 

認
知
症
高
齢
者
へ
の
支
援

　
「
脳
の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
教
室
」
な
ど
の

認
知
症
予
防
の
取
り
組
み
に
加
え
、「
認

知
症
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
の
作
成
、「
認

知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
」を
設
置
し
、

認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
を
支
援
す
る
相

談
体
制
を
整
え
ま
す
。

⑤ 

安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
の
支
援

　

生
活
援
助
活
動
員
の
派
遣
、
緊
急
通
報

シ
ス
テ
ム
の
設
置
な
ど
、
介
護
認
定
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
、
高
齢
者
が
安
心
し
た

生
活
を
送
れ
る
よ
う
、支
援
を
行
い
ま
す
。

⑥ 

地
域
で
暮
ら
す
た
め
の
環
境
づ
く
り

　
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分

ら
し
い
暮
ら
し
を
続
け
る
た
め
、
地
域
や

医
療
機
関
と
の
連
携
・
協
働
体
制
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
す
。

⑦
介
護
保
険
事
業
の
適
正
な
運
営

　

介
護
保
険
制
度
を
持
続
可
能
な
も
の
と

す
る
た
め
、
積
極
的
な
取
り
組
み
が
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が

利
用
者
に
適
切
に
提
供
さ
れ
て
い
る
か
な

ど
、
介
護
給
付
の
適
正
化
事
業
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

　　

65
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料
は
、
所

得
段
階
に
応
じ
て
異
な
り
ま
す
。
国
の
制

度
改
正
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
、
所
得
に

応
じ
た
負
担
割
合
と
多
段
階
設
定
を
す
る

こ
と
で
、
安
定
的
な
財
政
運
営
を
行
い
ま

す
（
下
表
参
照
）。

所得段階 対象となる方 保険料（年額）

第 1 段階
生活保護の受給者、世帯全員が市民税非課税で、本人が老齢福祉年金を受給
している方、世帯全員が市民税非課税で、本人の前年の課税年金収入額と合
計所得金額の合計が 80 万円以下の方

2 万 6460 円

第 2 段階
世帯全員が市民税非課税で、本人の前年の課税年金収入額と合計所得金額の
合計が 80 万円超 120 万円以下の方

3 万 8220 円

第 3 段階
世帯全員が市民税非課税で、本人の前年の課税年金収入額と合計所得金額の
合計が 120 万円を超える方

4 万 4100 円

第 4 段階
本人が市民税非課税（世帯の誰かに市民税課税がいる場合）の方で、本人の
前年の課税年金収入額と合計所得金額の合計が 80 万円以下の方

5 万 2920 円

第 5 段階
本人が市民税非課税（世帯の誰かに市民税課税がいる場合）の方で、本人の
前年の課税年金収入額と合計所得金額の合計が 80 万円を超える方

5 万 8800 円

第 6 段階 本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が 120 万円未満の方 7 万 560 円

第 7 段階 本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が 120 万円以上 190 万円未満の方 7 万 6440 円

第 8 段階 本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が 190 万円以上 290 万円未満の方 8 万 8200 円

第 9 段階 本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が 290 万円以上 400 万円未満の方 9 万 9960 円

第 10 段階 本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が 400 万円以上の方 10 万 5840 円

■
７
つ
の
基
本
目
標
を
設
定

■
介
護
保
険
料
を
見
直
し

■介護保険料の一覧表

高齢者総合プラン

詳細　 ▽高齢者総合プラン＝高齢福祉課☎ 058-383-1779
　　　 ▽介護保険料＝介護保険課☎ 058-383-1778

第 6 期

■
要
支
援
・
要
介
護
者
は
増
加
見
込

　　

今
後
も
高
齢
者
の
割
合
が
増
加
し
、
要

支
援
・
要
介
護
者
が
増
加
す
る
と
予
測
さ

れ
る
な
か
、
高
齢
者
が
健
康
で
自
立
し
た

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
市
で

は
、「
高
齢
者
総
合
プ
ラ
ン
（
各
務
原
市

高
齢
者
福
祉
計
画
及
び
介
護
保
険
事
業
計

画
）」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
は
、
社
会
情
勢
の
変
化
や
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
高
齢
者
福
祉
、
介
護

保
険
の
体
制
を
計
画
的
に
確
保
で
き
る
よ

う
、
３
年
ご
と
に
内
容
を
見
直
し
て
策
定

し
て
い
ま
す
。

　

第
6
期
に
あ
た
る
今
プ
ラ
ン
の
計
画
期

間
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
29
年
度
ま
で
の

３
年
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
プ
ラ

ン
の
詳
細
な
内
容
は
、
市
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

65歳未満 65歳以上
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※人口と高齢化率の推移（27年度からは推計）

　

こ
の
高
齢
者
の
人
口
増
加
に
伴
い
、
市
の

要
支
援
・
要
介
護
認
定
者
も
増
え
て
お
り
、

平
成
29
年
に
は
、
６
７
０
０
人
を
超
え
る

と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
要
介
護
度
別
に

み
て
も
、
す
べ
て
の
要
介
護
度
で
認
定
者

数
が
増
加
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

■
平
成
27
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

▼

上：シニア文化祭での将棋の対局、下：脳のパワーアップ教室

基本理念

高
齢
者
に
や
さ
し
い
ま
ち

か
か
み
が
は
ら

～
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
で
き
る
暮
ら
し
～
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地
方
自
治
功
労

市
議
会
議
員
＝
梅
田
利
昭 

、
永
冶
明
子

社
会
福
祉
功
労

▽
民
生
委
員
・
児
童
委
員
＝
北
野
賢
治
▽

保
護
区
保
護
司
＝
長
屋
裕
、永
井

美
子
、

深
尾
見
子
、
清
水
敏
弘

保
健
衛
生
功
労

母
子
保
健
推
進
員
＝
髙
山
節
子

公
共
事
務
功
労

▽
建
築
審
査
会
委
員
＝
岡
本
真
理
子
、

藤
井
孝
一
、
溝
口
博
司
▽
消
防
団
員
＝
小

島
圭
生
、川
上
伸
、澤
井
満
徳
、横
山
美
帆
、

河
合
武
史
、
棚
橋
健
二
、
細
江
勉
、
川
瀨

直
哉
、
永
田
誠
也
、
苅
谷
知
弥
▽
少
年
セ

ン
タ
ー
補
導
委
員
＝
𫝆
井
正

寄
附
善
行
功
労

渡
邉
辰
巳

交
通
安
全
功
労

交
通
安
全
協
会
役
員

＝
小
林
春
夫
、
小
林

僖
子
、
寺
尾
悦
子
、

𠮷
田
勤
、山
内

道
、

大
塚
廣
克

　
「
男
女
が
対
等
に
、
社
会
や
家
庭
で
活

躍
で
き
る
ま
ち
」。
市
で
は
、
そ
ん
な
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ひ
と
つ
が
、
市
の
全
体
的
な
方
針

を
定
め
る
「
か
か
み
が
は
ら
男
女
共
同
参

画
プ
ラ
ン
」。
平
成
22
年
３
月
に
策
定
し

た
第
２
次
プ
ラ
ン
が
平
成
27
年
３
月
に
終

了
し
、
新
た
に
「
第
３
次
か
か
み
が
は
ら

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
意
見
を
プ
ラ
ン
に
反
映

　

同
プ
ラ
ン
は
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
対

応
す
る
た
め
、
市
民
意
識
調
査
や
「
男
女

が
輝
く
都
市
づ
く
り
審
議
会
」で
の
審
議
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
で
内
容
を
検

討
し
ま
し
た
。
計
画
で
は
以
下
の
４
つ
の

目
標
を
定
め
て
い
ま
す
。

①
男
女
共
同
参
画
社
会
へ
の
意
識
づ
く
り

②
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
男
女
共
同
参

画
の
促
進

③
と
も
に
生
き
る

社
会
環
境
整
備

④
男
女
間
の
暴
力

の
防
止
と
被
害
者

の
保
護
な
ど（
Ｄ

Ｖ
対
策
基
本
計

画
）

男 女 いっしょに輝こう！男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男 女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女 いっしょに輝こう！
第 3次かかみがはら男女共同参画プランスタート

功
労
者
表
彰

市
政

第 52 回

４
月
22
日
に
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、
社
会
福
祉
や
公
共
事
務
な
ど

６
分
野
で
市
政
に
貢
献
さ
れ
た
皆
さ
ん
を
表
彰
し
ま
し
た
。
今
年

表
彰
さ
れ
た
29
人
の
皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

詳
細　

秘
書
広
報
課
☎
０
５
８
（
３
８
３
）
１
９
０
０

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
男
女
共
同
参
画
！

　

プ
ラ
ン
の
テ
ー
マ
「
男
女
が
共
に
輝

く
都
市 

か
か
み
が
は
ら
」
の
実
現
に
は
、

市
だ
け
で
は
な
く
、
市
民
・
地
域
・
事
業

者
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

【
市
民
の
方
は
】
夫
婦
間
の
家
事
や
子
育

て
、
介
護
の
分
担
。
男
女
の
性
差
を
理
解

し
、お
互
い
の
健
康
を
維
持
し
ま
し
ょ
う
。

【
地
域
で
は
】
自
治
会
・
消
防
団
な
ど
地

域
の
活
動
で
、
性
別
に
よ
っ
て
役
割
を
分

け
て
い
な
い
か
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

【
事
業
者
の
方
は
】
性
別
や
勤
務
時
間
な

ど
で
、
昇
進
や
評
価
を
決
め
て
い
ま
せ
ん

か
？
セ
ク
ハ
ラ
や
パ
ワ
ハ
ラ
を
許
さ
な
い

職
場
環
境
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
27
年
度
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

は
、「
地
域
力
×
女
性
力
＝
無
限
大
の
未

来
」
で
す
。

　

男
性
と
女
性
が
、
職
場
や
学
校
、
地
域
、

家
庭
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を
発

揮
で
き
る
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
一
人
一
人
の
取
り
組

み
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
私
た
ち
の
周
り
の
男
女

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
？

男
女
共
同
参
画
週
間

第
３
次
プ
ラ
ン
策
定
記
念

「
き
ら
り
輝
き
カ
レ
ッ
ジ
」

23

29

6

～

　

一
人
一
人
が
輝
き
、
し
あ
わ
せ
を
実
感

で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
て
、
全
２
回
の
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

講
師
は
、
年
末
に
「
今
年
の
一
字
」
を

し
た
た
め
る
清
水
寺
の
森
清
範
貫
主
と
、

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
や
書
家
と
し
て
活
躍
す

る
、
矢
野
き
よ
実
さ
ん
の
お
２
人
で
す
。

受
講
生
を
募
集
し
ま
す
！

日
時　

①
７
月
18
日（
土
）　

午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分
②
７
月
25
日（
土
）　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
（
全
２
回
）

場
所　

産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
１
階
あ
す
か

ホ
ー
ル
（
那
加
桜
町
２
）

定
員　

４
５
０
人
（
申
込
順
）

内
容　

①
「
見
え
る
命 

見
え
な
い
い
の

ち
」
森
清
範
・
清
水
寺
貫
主
②
「
あ
な
た

に
逢
え
て
よ
か
っ
た
」矢
野
き
よ
実
・
パ
ー

ソ
ナ
リ
テ
ィ
・
書
家

費
用　

１
０
０
０
円
（
２
回
分
）

備
考
　
託
児
・
手
話
通
訳
あ
り

申
込
と
詳
細　

６
月
11
日  

午
前
10
時
～

正
午
に
費
用
を
持
参
し
て
、
産
業
文
化
セ

ン
タ
ー
６
階
第
２
会
議
室
。
11
日
の
正
午

以
降
は
、い
き
い
き
楽
習
課
☎
０
５
８（
３

８
３
）
１
２
１
０

①

②

「
男
女
が
共
に
輝
く
都
市
」を
め
ざ
し
て

5　　　広報各務原6月 1日号 広報各務原6月 1日号　　　4



ASAKEN Report

毎
月
１
日
号
に
掲
載
し
ま
す

市長　浅野健司

　

昨
年
11
月
、
国
で
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
法
」
と
い
う
法
律
が
制
定

さ
れ
、
そ
の
翌
月
に
は
「
人
口
減
少
の

克
服
」と「
地
方
創
生
」
に
取
り
組
む
た

め
の
指
針
と
し
て
、
国
の
長
期
ビ
ジ
ョ

ン
と
総
合
戦
略
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

35
年
前
の
国
の
報
告
書
に
は
、「
２
０

０
８
年
か
ら
日
本
は
人
口
減
少
時
代
に

突
入
す
る
」
と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
長
年
に
わ
た
り
地
域
活
性

化
策
な
ど
人
口
減
少
対
策
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
が
、
劇
的
な
改
善
は
見
ら

れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
各
自
治
体
に

は
、
今
ま
で
以
上
の
ア
イ
デ
ア
や
創
意

工
夫
が
求
め
ら
れ
始
め
ま
し
た
。

　

各
務
原
市
で
も
人
口
減
少
は
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
私
た
ち
も
今
年
の
２
月
に

「
し
あ
わ
せ
実
感
か
か
み
が
は
ら
創
生

推
進
本
部
」
を
立
ち
上
げ
、
こ
の
４
月

か
ら
本
格
的
に
対
策
の
検
討
に
着
手
し

て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
対
策
に
特
効
薬
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
ず
は
人
口
動
向
を
し
っ
か
り

把
握
し
、
そ
れ
が
ど
ん
な
影
響
を
及
ぼ

す
の
か
、
ど
ん
な
対
策
が
必
要
な
の
か

な
ど
、
自
分
た
ち
の
問
題
と
し
て
し
っ

か
り
と
認
識
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

地
方
創
生
へ
の
取
り
組
み
は
数
十
年

先
を
見
据
え
た
息
の
長
い
事
業
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
や
創
意
工
夫
を

通
じ
、
人
口
減
少
と
い
う
「
ピ
ン
チ
」

を
「
チ
ャ
ン
ス
」
に
変
え
て
い
く
よ
う

な
発
想
の
転
換
も
必
要
で
し
ょ
う
。

　

今
年
度
ス
タ
ー
ト
し
た
総
合
計
画
の

将
来
都
市
像
は
「
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
元

気
な
ま
ち 

し
あ
わ
せ
実
感
か
か
み
が

は
ら
」
で
す
。
こ
の
将
来
都
市
像
を
実

現
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
人
口
減
少
問
題

を
打
破
す
る
こ
と
に
も
繋
が
り
ま
す
。

　

各
務
原
に
「
住
み
た
い
」、「
住
み
続

け
た
い
」と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

今
後
も
よ
り
一
層
暮
ら
し
や
す
く
、
魅

力
や
活
気
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

本格始動！
「かかみがはら創生
推進本部」

６ 月 は 環 境 月 間

守ろう！私たちの環境
参加して考えよう！

環 境 月 間 の

イベント

　
「
特
定
外
来
生
物
」
と
い
う
言
葉
を
聞

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
元
々
は
日
本

国
内
に
存
在
せ
ず
、
海
外
な
ど
か
ら
流
入

し
た
生
物
で
、
人
体
や
生
態
系
な
ど
に
悪

影
響
を
与
え
る
生
き
物
の
こ
と
で
す
。

　

各
務
原
市
内
で
も
、
特
定
外
来
生
物
で

あ
る
「
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ア
リ
」
と
「
セ
ア

カ
ゴ
ケ
グ
モ
」
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
注

意
が
必
要
で
す
。

　

南
米
原
産
の
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ア
リ
は
、

体
長
約
2.5
ミ
リ
と
比
較
的
小
さ
な
ア
リ
で

す
。平
成
19
年
に
鵜
沼
東
町
で
確
認
さ
れ
、

24
年
に
緑
苑
北
で
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

雑
食
性
の
ア
リ
で
、
台
所
の
食
べ
物
に

た
か
る
ほ
か
、
就
寝
中
に
体
中
を
は
い
ず

り
回
っ
た
り
、
咬
ん
だ
り
す
る
な
ど
の
被

害
を
与
え
ま
す
。

　

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

原
産
で
、
市
内
で
は
平
成
26
年
に
尾
崎
北

町
な
ど
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
の
特
徴
は
、
何
と

い
っ
て
も
強
い
毒
を
持
っ
て
い
る
こ
と
。

咬か

ま
れ
る
と
、
激
し
い
痛
み
や
腫
れ
、
嘔

吐
な
ど
の
症
状
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　

毒
を
持
っ
て
い
る
の
は
、
セ
ア
カ
ゴ
ケ

グ
モ
の
う
ち
で
メ
ス
だ
け
で
す
。
成
体
の

メ
ス
は
体
長
約
７
～
10
ミ
リ
で
黒
色
、
背

中
に
は
赤
い
筋
状
の
模
様
が
あ
り
ま
す
。

被
害
・
拡
大
防
止
の
た
め
に

　

平
成
24
年
度
か
ら
年
２
回
、
ベ
イ
ト
剤

（
毒
餌
型
の
殺
虫
剤
）
に
よ
る
一
斉
防
除

を
行
っ
て
い
ま
す
。
生
息
区
域
内
に
農
地

を
お
持
ち
の
方
は
、
ベ
イ
ト
剤
を
配
布
し

ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

合
併
浄
化
槽
へ
切
り
替
え
を

　

合
併
浄
化
槽
を
設
置
す
る
方
に
、
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
ま
た
、
今

年
度
か
ら
環
境
負
荷
の
大
き
い
単
独
浄

化
槽
の
撤
去
費
用
も
補
助
し
ま
す
。

対
象
地
域　

▼
下
水
道
供
用
開
始
及
び

事
業
認
可
区
域
外
▼
下
水
道
事
業
認
可

区
域
内
で
、
整
備
が
原
則
７
年
以
上
見

込
ま
れ
な
い
地
域

対
象　

申
請
者
が
居
住
す
る
専
用
住
宅

ま
た
は
併
用
住
宅
（
延
べ
面
積
の
２
分

の
１
以
上
が
住
宅
専
用
部
分
）
に
、
処

理
対
象
人
員
50
人
以
下
の
浄
化
槽
を
設

置
す
る
方

補
助
額　

▼
５
人
槽
＝
33
万
２
千
円
▼

６
～
７
人
槽
＝
41
万
４
千
円
▼
８
～
50

人
槽
＝
54
万
８
千
円
（
単
独
浄
化
槽
撤

去
は
９
万
円
を
上
乗
せ
）

申
込
と
詳
細　

環
境
政
策
課
☎
０
５
８

（
３
８
３
）
４
２
３
１

移
動
性
が
高
く
何
で
も
食
べ
る

「
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ア
リ
」

毒
を
持
つ
特
定
外
来
生
物

「
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
」

近
く
に
潜
む
!?「
特
定
外
来
生
物
」の
脅
威

6 月 5 日は、「環境基本法」が定める「環境の日」。市でも、6月の 1カ月を「環境月間」
として、環境に関するさまざまなイベントを開催しています。皆さんも、この機会に環境
の大切さについて考えてみませんか。

アルゼンチンアリ

セアカゴケグモ 上：メス　下：オス

写真提供｜堺市生活衛生センター

写真提供｜小川尚文氏

河
川
環
境
保
全
の
た
め

市では、環境月間として定めた 6月に、
さまざまなイベントを開催します。
環境のことを改めて考えるきっかけと
してイベントに参加し、自分のできる
ことから始めてみませんか。
詳細（特に記載のないもの）　環境政策課☎
058-383-4230

6 月 1日～ 4日

環境に関するパネル展

6 月 21 日（日）

環境美化活動の日

毎週月～金曜日

北清掃センター見学会

6 月（随時実施）

不法投棄防止重点監視活動

環境に関する啓発ブー
スを開設し、パネル展
を行います。気軽にお
越しください。
場所　 産 業 文 化 セ ン
ター 1 階  21 プラザ（那
加桜町 2）

市内のボランティア団
体が環境美化、保全活
動を行います。
参加者　20 団 体・ 約
1000 人（予定）
詳細　 環 境 政 策 課 ☎
058-383-4232

市のごみ処理の最前線
施設を見学できます。
時間　9:00 ～ 15:00
対象　5 人以上の団体
申込と詳細　事前に北
清 掃 セ ン タ ー ☎ 058-
384-3616

「全国ごみ不法投棄監
視ウィーク」（6 月 5 日
まで）を中心に、各務
原警察署と連携し、不
法投棄の監視を強化し
ます。
場所　市内全域

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
を
発
見
し
た
ら

　

市
販
の
殺
虫
剤
を
使
用
す
る
か
、
素
手

で
触
れ
ず
踏
み
潰
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の

後
、付
近
の
生
息
調
査
を
行
い
ま
す
の
で
、

左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

詳
細　

環
境
政
策
課
☎
０
５
８（
３
８
３
）

４
２
３
１

岐阜
県

池

●緑苑小

●緑陽中

●鵜沼第三小

●
うぬま東子ども館

犬
山
橋 本 キ パ ク

●
歴史民俗資料館・
中山道鵜沼宿町屋館

　みどり坂
●市民サービスセンター

新鵜沼

鵜沼

アルゼンチンアリ生息（防除）エリア
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くらし　けんこうと くらし　けんこうと

日時　6 月 13 日（土）　10:00 ～
11:30
場所　文化ホール（蘇原中央町２）
内容　 ▽暴力追放市民大会 ▽記
念講演 ▽県警察音楽隊の演奏
詳 細　防災安全課☎ 058-383-
1190

第 10回市暴力追放
市民大会

日時　7 月 4 日（土）　18:30 ～
場所　桜丘中学校（那加不動丘 1）
対象　市内在住・在勤・在学の方
内容　スポーツガラッキー、カ
ローリング
申込と詳細　6 月 17 日までに、
各校区スポーツ推進委員または
スポーツ課☎ 058-383-1231

軽スポーツ交流会

　各地区の代表が、県大会出場
を目指し競います。ぜひ、応援
にお越しください。
　また、航空自衛隊岐阜基地の
破壊機救難消防車の放水や、市
消防音楽隊と消防団女性分団の
ドリル演技を披露します。
日時　6 月 14 日（日）8:00 ～
場所　稲羽西小学校（大佐野町1）
詳細　消防本部総務課☎ 058-
382-3136

第42回市消防操法
大会（自動車ポンプ）

期間　6 月 27 日～ 9 月 6 日
時間　9:00～18:00（入場は17:00
まで）
休業日　6 月 29 日～ 7 月 17 日
の平日、9 月 1 日～ 4 日
内 容　 ▽ 流水・児童用・幼児
用・50 ｍ競泳用公認プール ▽

ウオータースラ
イダー ▽ 食堂・
売店・自動販売
機コーナーなど
費 用　一般 800 円、シルバー

（60 歳以上）・高校生 500 円、小・
中学生 300 円
備考　 ▽ 8 月 10 日は日本ライ
ン花火大会のため、17:00 まで

（入場は 16:00 まで） ▽ 6 月 28
日、7 月 5 日・11 日・12 日、9
月 6 日は 50 ｍプールの一般利
用不可
詳 細　市民プール☎ 058-370-
6506

屋外レジャープール
6月27日オープン

期間　6 月 6 日～ 28 日
場所　大安寺川上流（鵜沼西町～
大安寺町）
備考　駐車場はありません。公
共交通機関（名鉄鵜沼宿駅下車、
徒歩20 分）を利用してください
詳細　ブランド創造課☎ 058-3
83-9925

大安寺川
ホタル祭り

　お子さんと一緒
に 英 語 絵 本 の 世
界を楽しみません
か。名古屋アメリ
カンセンター寄贈の絵本や図書
館蔵書の洋書の中から、読み聞
かせを行います。
日時　6 月 19 日、7 月 17 日　
いずれも金曜日　11:00~11:20
場所　中央図書館 1 階 おはな
しのへや（那加門前町 3）
詳細　ブランド創造課内各務原
国際協会事務局☎ 058-383-1426

6・7月の英語絵本
よみきかせ会

期間　6 月 24 日～ 9 月 14 日
内容　下表参照（各教室全 10 回）
費用　7500 円
備考　 ▽教室の途中変更不可 ▽

定員未満の教室は追加募集あり
申込と詳細　6 月 7 日に費用と
認印を持参し、抽選締切の 15
分前に市民プール☎ 058-370-
6506（電話受付は 14:00 ～、た
だし、来場者を優先します）
スタジオ教室一覧

市民プール第 2期
スタジオ教室

教室名 曜日 時間 定員 対象 抽選締切

エアロビクス
火 20:00 ～ 21:00 18 人

16 歳以上 9:45
水 10:30 ～ 11:30 18 人

ヨガ
月 19:00 ～ 20:00 18 人

16 歳以上 10:00
金 13:15 ～ 14:15 18 人

ピラティス
月 13:30 ～ 14:30 18 人

16 歳以上 10:15
金

19:00 ～ 20:00 18 人
20:10 ～ 21:10 18 人

パワーヨガ 火 11:00 ～ 12:00 18 人 16 歳以上 10:45

キッズダンス
（ミックス）

月 16:00 ～ 16:50 15 人 年中～
小学 1 年生 11:00

土 10:00 ～ 10:50 15 人

キッズダンス
（小学生）

月 17:00 ～ 17:50 20 人 小学 2 ～
6 年生 11:30

土 11:00 ～ 11:50 20 人

受験資格　①平成 27 年 4 月 1
日において、高等学校または中
等教育学校を卒業した日の翌日
から起算して 3 年を経過してい
ない者および平成 28 年 3 月ま
でに高等学校または中等教育学
校を卒業する見込みの者②人事
院が①に掲げる者に準ずると認
める者
試験日	 ▽ 1 次試験 =9 月 6 日

（日） ▽ 2 次試験 =10 月 14 日～
23 日の指定する日
申込期間　 ▽ インターネット＝
6 月 22 日～ 7 月 1 日 ▽ 郵送ま
たは持参＝ 6 月 22 日～ 24 日
詳細　名古屋国税局人事第二課
☎ 052-951-3511 内線 3450

税務職員募集
（高校卒業程度）

　熱意あふれる中学生の声に耳
を傾けてみませんか。
日時　6 月 20 日（土）　13:00 ～
16:00
会場　産業文化センター 1 階あ
すかホール（那加桜町 2）
詳細　青少年教育課☎ 058-383-
1484

「少年の主張」
発表会

【昼うかい】
期間　6 月 1 日～ 10 月 15 日の
毎週火・木・土曜日
時間　11:30 ～ 14:00
費用　大人＝ 4500 円、小人＝
3300 円（いずれも食事付き）
備考　

△

8 月 9 日～ 12 日は休
業

△

大人 20 人以上の申し込み
の場合は、上記曜日以外にも開
催します

【夜うかい】
期間　6 月 1 日～ 10 月 15 日
時間　

△

6 月～ 8 月＝ 17:45 ～
20:10

△

9 月～ 10 月＝ 17:15 ～
19:45
費用　大人＝ 2600 円、小人＝
1300 円（いずれも食事代別）
備考　

△

8 月 10 日は休業

△

食
事なしの観覧船プランは、上記
の 75 分後から開始

【共通事項】
備考　 ▽予約が必要です ▽費用
は日によって異なります
詳細　木曽川観光株式会社☎ 
0568-61-2727

始まりました
木曽川うかい

　10 月１日からリニューアル
運行する「ふれあいバス」、新
たに導入する「ふれあいタク
シー」のキャラクターが決まり
ました。キャラクターは、ふれ
あいバス・ふれあいタクシーの
顔として、車両、停留所、時刻
表などに使用する予定です。
　そこで、このキャラクターに
ふさわしく、誰からも広く愛さ
れ、親しまれる愛称を募集しま
す。誰でも応募可能で、1 人何
点でも応募できます。
賞品　

△

最優秀賞（各 1 人）＝交
通系 IC カード（アユカ・トイカ・
マナカの中から選択）1 万円分△

優秀賞（各 5 人）＝ふれあい
バス 1 日乗り放題券 10 枚
結果発表　

△

9 月中旬に、市ウェ
ブサイト、広報紙などで発表し
ます

△

受賞者には事務局から直
接連絡します
備考　

△

市公共交通会議で選考
します

△

同じ愛称の応募者が複
数の場合は抽選します

△

受賞の
権利は第三者に譲渡できません△

第三者が商標権などの権利を
有している愛称や公序良俗に反
するものは選考対象外です

△

採
用された愛称に関する商標権な
どの知的財産権はすべて市に帰
属します
申込と詳細　6 月 23 日までに、

「住所、氏名、ふりがな、性別、年
齢、バスまたはタクシーのキャ
ラクターの名前（両方も可）」を
明記し、メール syoko@city.kak
amigahara.gifu.jp または、商工
振興課☎ 058-383-9912　 058-
389-0765

愛称募集！ふれあい
バスキャラクター

FAX

審 査　 ▽ 1 次選考＝書類（レ
シピ）審査 ▽ ２次選考＝ 7 月 4
日（土）　13:00 ～、調理審査
場所　JA ぎふ各務原中央営業
所 3 階料理加工室（各務西町 4）
備考　 ▽ 2 次選考
の食材は各自で準
備 ▽ 優秀作品は表
彰します
申 込 と 詳 細　6 月
19 日までに各務原
市内の JA 各支店などにある応
募用紙を、〒 509-0132 鵜沼西
町 4-120、JA ぎふ鵜沼支店☎ 0
58-384-1141　 058-384-1142

にんじん料理
コンクール

FAX

期日　9 月 6 日（日）
場所　市総合運動公園内陸上競
技場（下中屋町）
対象　市内在住・在勤・在学・
在籍（クラブ）の方
種別　

△

一般・高校男女

△

中学
男女

△

小学男女
備考　

△

中学生
以下の参加者は
保護者の同意が
必要です

△

期日
などは変更する
場合があります
申込と詳細　8 月 21 日（必着）
までにスポーツ課にある申込用
紙に必要事項を記入して、〒 50
4-8555 那加桜町 1-69、スポー
ツ課内市体育協会事務局☎ 058-
383-1231　 058-389-0218

第 53回市民体育
大会陸上競技

FAX

6 月 30 日（火）まで

市県民税　　　1 期
国民健康保険料  1 期
介護保険料　　随時
後期高齢医療　随時

今月の

納　税
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くらし　けんこうと くらし　けんこうと

　市営住宅空き家の入居者を募
集します。
募集住宅（間取り ･ 家賃）　 ▽

旭ケ丘住宅（蘇原旭町 3）＝ 2K・
1 万 3000 円 ▽ 雄飛ケ丘第 1 住
宅（那加雄飛ケ丘町）＝ 2K・1
万 3500 円 ▽ 雄飛ケ丘第 2 住宅

（那加雄飛ケ丘町）＝ 2DK・1
万 8000 円、3DK･2 万 1500 円
敷金　家賃の 3 カ月分
対象　 ▽入居者および同居しよ
うとする親族所有の家がない方

▽入居者および同居しようとす
る親族の前年 1 年間の所得金額
の合計が、条例で定める収入基
準以下の方 ▽ 市内に住所または
勤務場所がある方 ▽ 市町村税を
滞納していない方 ▽ 申込者およ
び入居しようとする親族（事実
上の婚姻関係にある者など）が
暴力団員でない方 ▽ 3DK 入居
希望の場合は、入居者および同
居しようとする親族が 4 人以
上もしくは中学生以上の方が 3
人以上 ▽駐車場を自分で見つけ
ることが可能な方 ▽単身入居に
ついては、条例により認められ
る方 ▽市長が適当と認める連帯
保証人 2 人をつけられる方 ▽不
自然な世帯分離と判断されない
方 ▽市が求める書類に虚偽、不
足がない方
入居者選考   7 月 15 日  14:00 ～
市役所 4 階大会議室西で公開
抽選し、入居順位を決定（欠
席・遅刻の場合は辞退とみなし
ます）。抽選にもれた方は補欠
となります（補欠有効期間は 8
月 1 日～ 6 カ月間）。
入居日　8 月 1 日
申込と詳細　6 月 1 日～ 26 日
に建築指導課、市民サービスセ
ンターにある申込書に必要事項
を記入し、建築指導課☎ 058-
383-1111 内線 2719

市営住宅
入居者募集

【早朝飛行の実施】
　航空機の高度、速度などに関
する機器の測定試験法の教育の
ため、早朝飛行を実施します。
この飛行には、精密な測定が求
められているため、最も大気の
安定している早朝に実施する必
要があります。飛行にあたって
は、安全や騒音に十分配慮しま
すのでご理解をお願いします。
日時　6 月 8 日（月）・9 日（火）
7:00 ～ 9:00（予備日 6 月 10 日
～ 12 日）
場所　航空自衛隊岐阜基地周辺
空域
機種　T-4 航空機 2 機（各日）
経路　岐阜基地の西側から進入
し、滑走路上を低空で飛行した
後、基地南側（木曽川上空）を
経由し再度西側から進入する周
回経路

【航空機救難消防訓練】
　航空機事故などが起こったと
きの被害を、最小限に留めるた
め、法律に基づく訓練を行いま
す。訓練に伴って黒煙が発生し
ます。ご理解ください。
日時　6月11日（木）　6:00～8:15

（荒天時は 6 月 12 日）
場所　航空自衛隊岐阜基地内

【共通事項】
詳細　航空自衛隊岐阜基地渉外
室☎ 058-382-1101 内線 2271

岐阜基地からの
お知らせ

　自治会が広場の設置や遊具の
修繕・点検をする場合に、補助
金を交付しています。ぜひ、ご
利用ください。
補助額　費用の 1/2 以内
上限額　 ▽設置や修繕＝ 20 万円

▽遊具の保守点検＝ 2 万 5000 円
申込と詳細　事前に河川公園課
☎ 058-383-1533

子ども広場
補助制度

　第 39 回桜まつりフォトコン
テストに、市内外から 317 点の
応募がありました。入賞者は次
の皆さんです（敬称略）。

△

桜まつり実行委員長賞＝吉田
一子（写真）

△

各務原商工会議所
会頭賞＝駒瀬武子

△

各務原市観
光協会長賞＝小沢成樹

△

中日賞
＝髙橋睦明

△

中日写協賞＝佐合
富春

△

入選賞＝小阪井賢児、足
立剛太良、浦野妙子、西尾金男、
岩井美晴、藤井清、後藤守忠、
児玉和、長縄憲彦、竹岡正行

△
佳作＝小林淳、足立裕、四津谷
滋明、伊藤利明、山本坦、河村力、
木村裕親、山内哲也、伊藤定美、
持丸尚文、森兼順、西尾千惠子、
岩田香菜、加納利夫、苅谷尚江、
水野公三、太田広和、鴨下眞喜
子、永家亜矢子、近藤稔、鴨下
郁夫、藤野末広
詳細　ブランド創造課☎ 058-
383-9925

第 39回桜まつり
フォトコンテスト

桜まつり実行委員長賞「花・華・満開」

　薬草園で育ったラ
ベンダーを収穫し、
香りを長く楽しめる
ハーブスティックを
作ります。
日時　6 月 20 日（土）　13:30 ～
15:00
場所　内藤記念くすり博物館

（川島竹早町）
定員　30 人（申込順）
費用

　

600 円
申込と詳細　6 月 10 日～、内
藤記念くすり博物館☎ 0586-89-
2101

　埋蔵文化財調査センターで
は、年間を通してさまざまな講
座を実施しています。ぜひ、参
加してください。

【火おこし体験】
　キリモミ式やマイギリ式など
の、さまざまな火おこしにチャ
レンジ！
日時　平日の
10:00 ～ 16:00
のうち 20 分
対象　小学生
以上
費用　100 円

【拓本しおりづくり】
　整理作業の 1 つである拓本を
体験！土器の模様を墨で和紙に
写し取ってみよう。
日時　平日の 10:00 ～ 16:00 の
うち 2 時間
対象　小学 5
年生以上
費用　300 円

【共通事項】
場所　埋蔵文化財調査センター

（三井東町 4）
申込と詳細　事前に埋蔵文化財
調査センター☎ 058-383-1123

ラベンダー
摘み取り体験

火おこしや
拓本に挑戦！

日時　祝日を除く、毎週月～金
曜日　9:00 ～ 16:00
場所　産業文化センター 7 階相
談室（那加桜町 2）
対象　悩み、心配事を持つ市内
在住の児童生徒または保護者
備考　事前予約が必要です
申込と詳細　祝日を除く、毎週
火～金曜日の 13:00 ～ 16:00 に
あすなろ教育支援センター☎
058-383-1487

あすなろ教育相談

日時　 ▽ 休日相談＝ 6 月 13 日
（土）　9:00 ～ 17:00 ▽ 夜間相談

＝ 6 月 11 日（木）・12 日（金）　
17:15 ～ 20:00
場所　市役所１階税務課（那加
桜町 1）
備考　本庁舎北側地下入口から
お入りください
詳細　税務課☎ 058-383-4773

6 月の休日・夜間
市税納付相談

　貯水槽水道の設置者、所有者
の方は、下記のとおり適切な管
理をお願いします。

【清掃・点検の実施】
　年 1 回以上、定期的に水槽を
清掃してください。

【施設の管理】
　有害物質や汚水により、水が
汚染されないように日常の点検
管理を行ってください。

【水質検査の実施】
　年 1 回以上、定期的に水の色
や濁りなどに関する検査を行っ
てください。また、蛇口から出
る水に異常を認めたときは、必
要な検査を行ってください。

【給水停止と利用者への周知】
　給水する水が人の健康を害す
るおそれがある時は、直ちに給
水を停止し、その水を飲まない
よう利用者に周知してください。
詳 細　水道施設課☎ 058-383-
7112

貯水槽水道の
適切な管理

　市所有の葬祭具の貸し出しを
しています。使用を希望される
方は、事前に予約してください。
費用　7020 円（一式）
申込　メモワール各務原☎ 058-
384-1414
詳細　市民課☎ 058-383-1078

葬祭具の貸し出し

　第 39 回桜まつ
りスポーツ大会
で優勝されたの
は、次の皆さん
です（敬称略）。△

少年団野球＝川島野球

△

少年
団バレーボール＝鵜二男子

△

少
年サッカー＝中央サッカースポー
ツ少年団

△

家庭婦人バレーボー
ル＝ S.V.C

△

柔道個人＝田代智
久（小 1 以下・市柔道少年団）、
岡田先翔（小 2・同）、稲嶺竜也（小
3・川島柔道クラブ）、佐々木頼
希（小 4・市柔道少年団）、永
縄洸聖（小 5・同）、髙野吉平（小
6・川島柔道クラブ）、大岩陸人

（中 1 男子・同）、宮部広大（中
2 男子・川島中）、稲嶺裕也（中
3 男子・同）、永縄まみ（中学
女子・稲羽中）

△

柔道団体＝市
柔道少年団（少年）、川島中（中
学男子）、稲羽中（中学女子）

△

グラウンドゴルフ（男性）＝青
井勝正（赤）、小島文雄（緑）、
松尾誠司（橙）

△

グラウンドゴ
ルフ（女性）＝前原八重子（赤）、
小島美恵子（緑）、入交峯子（橙）
詳細　ブランド創造課☎ 058-
383-9925

第 39回桜まつり
スポーツ大会

　来春小学校に
入学するお子さ
んと保護者の方
を対象に、発達

（就学）相談会
を開催します。
日時　8 月 3 日（月）・4 日（火）
いずれも 9:00 ～ 16:00
場所　産業文化センター 6 階会
議室（那加桜町 2）
申込と詳細　7 月 3 日までに幼
稚園、保育所、福祉の里または
学校教育課☎ 058-383-1118

発達（就学）
相談会
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くらし　けんこうと くらし　けんこうと

高齢者の就業支援
フォークリフト講座

救命講習を
受講しよう

期日　7 月 19 日（日）
時間　

△

救命入門コース＝ 9:00
～ 10:30

△

救命入門コース、ｅ
ラーニング修了者用追加講習＝
13:00 ～ 15:00
場所　消防本部研修室（那加桜
町 1）
対象　市内在住または在勤の方
定員　20 人（申込順）
内容　心肺蘇生法、AED、気道
異物への対応
持参品　筆記用具、飲料水
備考　参加証または修了証を発
行します
申込と詳細　7 月 17 日までに
救急指令課☎ 058-382-3596

期間　7 月 13 日～ 17 日（5 日間）
場所　那加クレーンセンター

（那加新加納町）
対象　県内在住の 55 歳以上の
就職意欲のある方で、ハロー
ワークに求職登録している方
定員　20 人（申込順）
備考　

△

受講決定者の方にのみ
連絡します

△

募集要領は、市役
所高齢福祉課などにあるパンフ
レットを参照してください
申込と詳細　6 月 29 日（必着）
までに、パンフレットの受講申
込書を記入し、〒 500-8145 岐
阜市雲井町 3-12、（公社）県シル
バー人材センター連合会☎ 058-
249-0228　 058-248-9730

地震に備え
家具転倒防止対策

　地震に備え、ボランティアが
無償で家具の固定を行います。
対象　65 歳以上のひとり暮ら
しの方
備考　固定する
ための金具など
は市が準備しま
す。家の構造に
よって施行でき
ない場合があり
ます
申込と詳細　防災安全課☎ 058-
383-1190

テクノプラザ
CAD研修

【AutoCAD LT 土木基本編】
期日　6 月 10 日（水）
費用　5760 円

【CAD 設計技術者が学ぶ機械製
図基礎】
期間　6 月 11 日、12 日（2 日間）
費用　1 万 6200 円

【CAE 基礎知識】
期日　6 月 12 日（金）
費用　1 万 2240 円
備考　市内の方の費用（市・県
減免適用後。大企業は除く）
詳細　VR テクノセンター☎ 058-
379-6370みんなの市民憲章

7 月 5 日は市民清掃の日
　市民清掃は、市民憲章に掲
げる「美しいまちづくり」の
ボランティア精神による実践
活動として始まりました。現
在では、その精神を大切に育
てていこうと、市内全域で行
われています。
　時間、場所などについては、
各自治会連合会または自治会
より、各世帯に回覧でご案内
します。
　各務原がより住み良く、美
しいまちになるよう、多くの
市民の皆様のご参加をお待ち
しています。

市民憲章推進協議会

【特別弔慰金の支給】
　戦後 70 周年にあたり、戦没者
などの尊い犠牲に思いをいたし、
国として改めて弔慰の意を表す
るため、戦没者などの遺族に特
別弔慰金を支給するものです。
対象　戦没者などの死亡当時の
遺族で、平成 27 年 4 月 1 日に、

「恩給法による公務扶助料」や
「戦傷病者戦没者遺族等援護法

による遺族年金」などを受ける
方（戦没者などの妻や父母など）
がいない場合に、次の順番によ
る先順位の遺族 1 人
①平成 27 年 4 月 1 日までに戦
傷病者戦没者遺族等援護法によ
る弔慰金の受給権を取得した方
②戦没者などの子③戦没者等の
父母 、孫 、祖父母 、兄弟姉妹（戦
没者などの死亡当時、生計関係
を有していることなどの要件を
満たしているかどうかにより、
順番が入れ替わります）④上記
①～③以外の戦没者などの３親
等内の親族（戦没者などの死亡
時まで引き続き 1 年以上の生計関
係を有していた甥や姪など）
支給内容　額面 25 万円、5 年
償還の記名国債
申込期間　平成 30 年 4 月 2 日
まで

【請求相談会を開催】
日時・場所　

△

6 月 18 日＝那
加福祉センター（那加雲雀町）

△

6 月 22 日＝蘇原コミュニティ
センター（蘇原野口町 1）

△

6
月 24 日＝稲羽コミュニティセ
ンター（上戸町 3）

△

6 月 26
日＝川島健康福祉センター（川
島松原町）

△

6 月 29 日＝鵜沼
福祉センター（鵜沼羽場町 1）
いずれも 13:00 ～ 17:00

【共通事項】
詳 細　 福祉総務課☎ 058-383-
1358

戦没者などの遺族に
特別弔慰金を支給

　福祉有償運送とは、自分一人
では、交通機関を利用して外出
できない高齢者や障がい者が、
通院などに利用できる移送サー
ビスです。申込には会員登録が
必要ですが、一般タクシーの半
額程度の料金で利用できます。
対象　身体障がい者、要介護（支
援）認定者、その他肢体不自由、
内部障がい、精神障がいを有す
る方
申込　事前に下記事業所へ予約
詳細　福祉総務課☎ 058-383-11
27
福祉有償運送事業所一覧

ご利用ください
福祉有償運送

事業所名 住所 電話番号

各務原市社会福祉協議会 那加桜町 2 058-383-7610
福祉サポートセンターかかみがはら 鵜沼三ツ池町 5 058-379-1268
さわやか伝言ばん 鵜沼東町 8 058-379-5017
ほおずきの会 上中屋町 2 058-382-2201
ピッコロ 鵜沼朝日町 3 058-384-6215
障害者自立支援センターつっかいぼう 岐阜市早田東町 8 058-215-7374
ギフ福祉ネットワーク東部 岐阜市野一色 4 058-248-6050
生活サポート・助け足ネット 岐阜市北山 1 058-243-5306
ぎふ市民協おでかけ支援センター 岐阜市野一色 5 058-389-3885

　家屋の固定資産
税 の 算 定 に 必 要
な評価額決定のた
め、職員が家屋調
査に伺います。
対象　新築・増築などをした家
屋（居宅・店舗・車庫・物置など）
内容　家屋の構造、屋根・外壁・
内壁・天井・床など各部分の使
用材料や、仕上げ状況などの調
査と建築図面の確認
備考　調査日時を指定したい場
合は、資産税課へ連絡してくだ
さい
詳 細　資産税課☎ 058-383-48 
40

家屋調査に
ご協力を

　災害時の避難に支援が必要な
方の台帳登録制度があります。
対象　次のいずれかの条件に該
当し、災害時の避難に支援を希
望する方 ▽ 要援護高齢者台帳に
登録のある方（同時登録可） ▽

身体障害者手帳 1 ～ 3 級、療
育手帳、精神障害者保健福祉手
帳のいずれかを所持し、避難時
に家族以外の支援が必要な方 ▽

その他災害時の避難に支援を要
する方　
申込と詳細　 ▽高齢者＝高齢福
祉課☎ 058-383-1779 ▽ 障がい
者＝社会福祉課☎ 058-383-1126

▽ その他＝防災安全課☎ 058-
383-1190

災害時要援護者
台帳登録制度

三日里親
になりませんか

　児童養護施設で生活している
子どもを、夏休みに預かってい
ただけるボランティアの方を募
集します。
期間　8 月 1 日～ 3 日
申込と詳細　6 月 1 日～ 19 日
に、子育て支援課にある申込用
紙に記入し、子育て支援課☎
058-383-1555

　生活習慣病などの早期発見の
ために、健診を受診しましょう。
期間　6 月 1 日～平成 28 年 2 月
29 日
場所　市内の指定医療機関
内容　 ▽全員＝問診、計測、診
察、脂質検査、肝機能検査、血
糖検査、貧血検査、腎機能検査、
尿検査 ▽前年度の結果が一定の
基準に該当し、医師が必要と判
断した方＝心電図検査
対象　後期高齢者医療制度に加
入している方（75 歳以上の方、
65 歳以上で一定の障がいがあ
る方）
費用　500 円
持参品　保険証、すこやか健診
受診券（施設に入所している方
などを除く対象者に送付します）
備考　生活習慣病で治療中の方
は、同様の検査がすでに実施さ
れている場合があります。主治
医にご相談ください
詳 細　医療保険課☎ 058-383-
1128

すこやか健診

　西部方面消防署に新たに消防
ポンプ自動車を配備しました。
今回導入した車両には、「圧縮
空気泡消火装置（CAFS・キャフ
ス）」が搭載されています。
　CAFS（キャフス）と は、 水 と
消火薬剤に圧縮空気を送ること
で、泡を放水する消火装置のこ
と。泡を放水するときは、少量
の水しか使用しないので、消火
活動時の水損を最小限に抑える
ことができます。なお、使用す
る消火薬剤は、国家検定品で環
境にやさしく人体に影響はあり
ません。もちろん従来どおりの
水も放水できます。
詳 細　救急指令課☎ 058-383-
3596

消防ポンプ自動車
の機能を強化

FAX
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くらし　けんこうと くらし　けんこうと

日時　7 月 26 日（日） 　9:30 ～
11:30
場所　あさひ子ども館（鵜沼朝
日町 3）
対象　出産予定日が 10 月～ 12
月の妊婦と夫
定 員　35 組程度

（申込順）
内容　妊婦体験、
赤ちゃんの特徴
と抱っこの体験
など
持参品　母子健康手帳、筆記用
具、バスタオル 2 枚
備考　動きやすい服装でお越し
ください
申込と詳細　健康管理課☎ 058-
383-1116

　「笑い」には、免疫力アップ
やストレス解消から病気の予防
改善まで、体に嬉しい効果がた
くさんあります。
　心や体にもたらす「笑い」の
影響について学べます。ぜひご
参加ください。
日時　7 月 11 日（土）　13:30 ～
15:00
場所　中央図書館 4 階多目的
ホール（那加門前町 3）
定員　150 人（申込順）
内容　「笑いと健
康～笑い上手は生
き方上手～」橋元
慶男・鈴鹿医療科
学大学医療福祉学
科教授
申 込　6 月 24 日　9:00 ～、 健
康管理課（那加桜町 2）、東ラ
イフデザイン保健相談センター

（あさひ子ども館、鵜沼朝日町
3）で入場整理券を配布（1 人
2 枚まで）
詳細　健康管理課☎ 058-383-1
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両親学級健康アップ！かか
みがはら元気教室

　6 月から健診が始まります。
1 年に 1 回、健康チェックをし
ましょう。

【特定健康診査】
期 間　6 月 1 日 ～ 平 成 28 年 2
月 29 日
実施機関　市内 60 医療機関
対象　国民健康保険に加入して
いる 40 ～ 74 歳の方
内容　 ▽全員＝問診、身体計測、
診察、血圧測定、血液検査、尿
検査、心電図検査、貧血検査、
医師面談 ▽医師が必要と判断し
た場合＝眼底検査
費用　500 円
備考　受診券（対象者に 5 月下
旬に黄色い封筒で送付）、国民
健康保険証を持参し、直接実施
医療機関で受診

【国保人間ドック】
期 間　6 月 1 日 ～ 平 成 28 年 2
月 29 日
実施機関　市内 34 医療機関
対象　国民健康保険に加入して
いる 18 ～ 74 歳の方
内容　問診、身体計測、尿検査、
血圧測定、診察、心電図検査、
胸部Ｘ線検査、胃部Ｘ線検査ま
たは内視鏡検査、便潜血検査、
血液検査（30 項目）、医師面談
費用　6300 円
備考　

△

受診券（対象者に 5 月
下旬に黄色い封筒で送付）、国
民健康保険証を持参し、直接実
施医療期間で受診

△

40 歳未満
の方は、市に電話などで申し込
みした方に受診券を送付

【健康診査料助成】
期間　平成 28 年 5 月 2 日まで
対象　次のすべてを満たす方 ▽

国民健康保険に加入している
40 ～ 74 歳の方 ▽ 平成 27 年 4
月 1 日 ～ 平 成 28 年 3 月 31 日
に健診を受診した方 ▽特定健康
診査の検査項目を満たす健診を

受診した方（勤務先で受けた健
診は助成対象外）
助 成 額　健 康診 査料か ら 500
円を控除した額（上限 1 万円）
持参品　国民健康保険証、健診
結果票、領収書、通帳、認印、
受診券（裏面の問診票を記入）
申込　市役所 1 階医療保険課

【共通事項】
備考　特定健康診査、国保人間
ドック、健康診査料助成は重複
して受けられません
詳 細　医療保険課☎ 058-383-
1099

国保の健診を
受診しましょう

　各種遊びや、西濃圏域発達支援
センターの中野たみ子さんを交
えた保護者交流会も開催します。
日時　 ▽ 6 月 17 日（水）、9 月
30 日（水）＝ 13:30 ～ 15:00 ▽ 7
月 11 日（土）、8 月 26 日（水）＝
9:30 ～ 11:30（全 4 回）
場所　県立関特別支援学校（関
市桐ヶ丘 1-2）
対象　肢体に障がいのある乳幼
児とその保護者
内容　大型遊具遊び、お話遊び、
揺れ遊び、特別支援学校や特別
支援学級の情報提供など
詳細　県立関特別支援学校支援
センター☎ 0575-22-4238

関特別支援学校
乳幼児教室

7月の
乳幼児健康診査

【4 か月児健康診査】

内容　医師の診察、身体計測、
栄養・育児などの相談

期日 場所 対象出生児

7 月 2 日
（木）

あさひ
子ども館

平成 27 年 2 月

7 月 6 日
（月） 総合

福祉会館

平成 27 年 2 月
1 日～ 15 日

7 月 7 日
（火）

平成 27 年 2 月
16 日～ 28 日

【11 か月児健康診査】

内容　医師の診察、身体計測、
歯科・栄養・育児などの保健相談

【1 歳 6 か月児健康診査】

内容　医師・歯科医師の診察、
身体計測、個別相談
備考　 ▽歯みがきをしてお出か
けください（歯の汚れの検査あ
り） ▽当日幼児フッ素塗布受診
票を発行（１人 1 回分・無料）

【3 歳児健康診査】

内容　医師・歯科医師の診察、
尿検査、聴覚検査、身体計測、
個別相談
備考　尿を入れる容器（6 月中旬
郵送）と目と耳に関するアンケー
ト（記入済）を持参してください

【共通事項】
受付時間　13:00 ～ 13:30
対象地区　 ▽総合福祉会館＝那
加・川島・蘇原・稲羽西小校区

▽あさひ子ども館＝鵜沼・稲羽
東小校区
持参品　母子健康手帳、同別冊

「あすか」問診票（記入済のもの）
備考　駐車料金の補助あり。詳
細は右記参照
詳 細　健康管理課☎ 058-383-
1116

期日 場所 対象出生児

7 月 21 日
（火）

あさひ
子ども館

平成 26 年 8 月
7 月 22 日

（水）
総合
福祉会館

期日 場所 対象出生児

7 月 8 日
（水） 総合

福祉会館

平成 25 年 12 月
1 日～ 15 日

7 月 9 日
（木）

平成 25 年 12 月
16 日～ 31 日

7 月 10 日
（金）

あさひ
子ども館

平成 25 年 12 月

期日 場所 対象出生児

7 月 13 日
（月） 総合

福祉会館

平成 24 年 6 月
1 日～ 15 日

7 月 14 日
（火）

平成 24 年 6 月
16 日～ 30 日

7 月 15 日
（水）

あさひ
子ども館

平成 24 年 6 月

健診などに駐車料を補助

　健診時などに総合福祉会館
周辺の市の有料駐車場を利用
し、3 時間を超えた方に駐車
補助券をお渡しします。
対象となる健診など　広報紙
の記事の備考欄に記載　
申込と詳細　母子健康手帳と
駐車場入口で受け取った駐
車券を持参し、健康管理課☎
058-383-1116

　日中どこかに通ってみたい、
友達を作りたい、誰かと話した
いなど、楽しいひとときを過ご
したい方は、ご相談ください。
日時　毎月第 1 金曜日  10:00 ～
11:30
場所　総合福祉会館（那加桜町
2）ほか
対象　市内在住で精神科病院に
通院している方　
内容　外出、調理、茶話会など
備考　事前申請が必要です
申込と詳細　社会福祉課☎ 058-
383-1126

精神障がい者
グループワーク

　職場などで健診を受ける機会
のない、18 歳から今年度末現
在で 39 歳までの方を対象に、
ヤング健診を行います。
期 間　6 月 1 日 ～ 平 成 28 年 2
月 29 日
場所　市内指定医療機関
内容　

△

問診・診察

△

身体計測△

血液検査（脂質・腎機能・肝機
能・血糖）

△

尿検査

△

血圧測定△

心電図

△

便潜血検査（選択制）
費用　500 円
申込　健康保険証と費用を持参
し、直接、市内指定医療機関へ
備考　健診の 10 時間前からは、
水以外の飲食物の摂取は控えて
ください
詳 細　健康管理課☎ 058-383-
1115

ヤング健診で生涯を
通した健康づくり

期間　8 月 18 日～ 21 日　いず
れも 9:00 ～ 15:30（全 4 日）
場所　岐阜車体かとれあくらぶ

（鵜沼三ツ池町 5）、鵜沼第二小
学校体育館（鵜沼各務原町 2）
対象　発達障がいなどで、学校
の集団生活に困り感のある小学
3・4 年生の児童
費用　4 日間の保険料
申込と詳細　6 月 8 日までに学
校教育課☎ 058-383-1118

かかみがはら
サマースクール

日時　7 月 26 日（日）　8:30 ～
16:00
場所　少年自然の家（鵜沼小伊
木町 4）
対象　市内在住で、肥満傾向の
小学 3 年～中学 3 年生とその
保護者
内容　医師などによるグループ
および個別指導など
費用　500 円
申込　6 月 12 日までに在籍の
小中学校へ
備考　希望者に血液検査（脂質
検査・肝機能検査など）を実施
詳 細　学校教育課☎ 058-383-
1798

小児生活習慣病予防
夏休み健康教室

　社会福祉制度の相談なども受
け付けます。
日時　6 月 16 日（火）　13:00 ～
14:20　 
場所　社会福祉課相談室（那加
桜町１）
備考　予約制です
申込と詳細　社会福祉課☎ 058-
383-1126

精神保健福祉士
こころの健康相談
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カルチャー カルチャー

中央図書館
☎ 058-383-1122

A
R
T

■写風会第 14回写真展
期間　6 月 16 日～ 21 日　10:00 ～ 17:00（ただし、
16 日は 12:00 ～、21 日は 15:00 まで）
詳細　写風会・尾﨑☎ 058-384-6836
■第 42回キヤノンフォトクラブ岐阜長良川写真展
期間　6 月 23 日～ 28 日　10:00 ～ 17:00（23 日は
12:00 ～、28 日は 15:00 まで）
詳細　キヤノンフォトクラブ岐阜長良川・尾藤☎
0575-82-4178

〒 509-0102 各務字車洞 6797-1
㊡なし

　お子さんと一緒に参加して、素敵な時間をつくり
ませんか。
■ 5日（日）　各務野・自然観察ウオーク
「初夏の森へ入ろう～キキョウ
やナデシコの花・沢

たくさん

山のチョ
ウ、オニヤンマ～」
持参品　筆記用具、長そで長ズ
ボン
■ 12日（日）　涼を感じる「風鈴」づくり
　世界にひとつだけのオリジ
ナル風鈴で、今年の夏を涼し
く迎えよう！
持参品　筆記用具、持帰り用
の袋、材料費 500 円
■ 19 日（日）　夏のカブトムシ「飼育」講座
　カブトムシの成虫の飼育に挑
戦！竹細工の飼育箱をつくり、
お家で飼育しよう。
持参品　筆記用具、持帰り用の
袋、材料費 500 円（カブトムシの成虫含む）
■ 26 日（日）　夏休み自由工作「木箱づくり」
　木の板に焼き付けるウッド
バーニングで、大切なものを保
管する木箱をつくろう！
持参品　筆記用具、持帰り用の
袋、材料費 900 円
【共通事項】

時間　10:00 ～ 12:00
定員　30 人（申込順、19 日のみ 20 人）
対象　小学生の親子（5 日と 26 日は大人のみも可）
費用　1 講座 1 人受講料 300 円。内容により別途材
料費が必要（上記のとおり）
申込と詳細　6 月 1 日～ 15 日に「開講日と講座名、
参加者全員（付添者がいる場合はその旨明記）の住
所、氏名 、ふりがな、性別、年齢、電話番号」を ▽

メール＝返信用メールアドレスを明記し shizen@
wildlife.ne.jp ▽ 往復はがき＝返信用にあて先を明記
し〒 504-8555 那加桜町 1-69、市役所いきいき楽習
課☎ 058-383-1210

N
A
TU
R
E

自然を楽しむ講座がいっぱい！
7月の「親と子の自然体験塾」

各務野自然遺産の森
☎ 058-385-2773

日時　① 7 月 5 日② 7 月 12 日③ 7 月 19 日④ 8 月
2 日　いずれも日曜日　9:30 ～ 11:30
場所　中央図書館 4 階第 2・3 研修室
内容　読書感想文を書くポイント、本の選び方など
をアドバイス
講師　赤座正行・元小学校校長
対象　①小学校 1 年生とその保
護者②小学 2・3 年生③小学 3・
4 年生④小学 4 ～ 6 年生
定員　各 36 人（申込順）
申 込　6 月 9 日 10:00 ～ 市 内 図
書館カウンター、各務原市ウェ
ブサイトからダウンロードした
申込用紙を FAX 058-371-1145、または、直接中央図
書館 2 階カウンター

B
O
O
K 上手な読書感想文が書ける！

「読書感想文教室」

N
A
TU
R
E

季節の夜空を楽しむ
「プラネタリウムと天体観察会」

少年自然の家
☎ 058-370-5280

■ 6月のプラネタリウム
　太陽も夜空に見えている
恒星と全く同じ種類の天体
です。季節によって高さが
違う理由や内部の様子など
を調べてみよう。
日時　① 6 月 14 日（日）　10:00 ～11:00 ② 6 月 27 日

（土）　19:00 ～ 20:00
内容　季節の星座と星座物語 ・太陽の話
費用　1 人 100 円
備考　途中入場はできません
■ 6月の天体観察会
日時　6 月 27 日（土） 　20:00 ～ 21:00（雨天・曇
天の場合は中止）
内容　春の星座、月、土星、二重星などの観察
備考　天候や参加人数の都合で早めに終了する場合
があります

〒 509-0143 鵜沼小伊木町 4-213
㊡月曜日、祝日

皆さんの力作を展示しています
中央図書館 3階市民ギャラリー

C
U
LT
U
R
E

ゼロから知りたいスマートフォン
「ゼロスマカフェ」

中央ライフデザインセンター
☎ 058-389-1820

日時　6 月 20 日（土）　10:00 ～ 12:00（時間内入退
場自由）
申込　6 月 16 日（必着）までに電話などで「氏名、
電話番号、スマートフォンの種類、主に質問したい
こと」を中央ライフデザインセンターへ

C
U
LT
U
R
E

川島ライフデザインセンター短期講座
「座ったままで出来る、指ヨガ講座」

川島ライフデザインセンター
☎ 0586-89-3686

　手だけでヨガを行う「指ヨガ」。座りながら楽しく、
体が柔らかくなるのを体感してみませんか。
日時　7 月 7 日（火）　10:00 ～ 11:30
対象　成人
定員　16 人（申込順）
講師　杉本えつこ・指ヨガインストラクター
費用　300 円（当日支払）
持参品　飲み物
申込　6 月 5 日　9:00 ～電話または直接川島ライフ
デザインセンター

〒 504-0813 各蘇原中央町 2-1-8
㊡月曜日（祝日を除く）

☎ 058-389-1818

M
U
S
IC

市民会館・文化ホール

市民会館・文化ホールの
コンサート /イベント

■ピアノ・アンサンブル発表会
日時　6 月 7 日（日）　12:45 ～（開場 12:30）
場所　文化ホール
詳細　寺林☎ 090-4865-0660
■各務原高校吹奏楽部第 25回定期演奏会
日時　6 月 13 日（土）　13:00 ～（開場 12:30）
場所　市民会館
詳細　県立各務原高校吹奏楽部☎ 058-383-1015

〒 504-0813 蘇原中央町 2-1-8    
㊡月曜日、祝日

〒 501-6025 川島河田町 1028-1
㊡月曜日、祝日

〒 504-0911 那加門前町 3-1-3
㊡ 6/1・5・8・15・22・29

　戦後初の全金属製・引込脚の本格的国産機として
1953 年に各務原の空へ舞い上がった「KAL-1 連絡
機」。博物館では「KAL-1 連絡機」「KAT-1 練習機」
を常設展示しています。
■講演会「KAL-1/KAT-1/KAL-2 開発の思い出」
　上記機体の設計、開発に携わった東京大学名誉教
授の東昭さんをお招きし、設計当時の各務原の様子
や飛燕の主任設計者である土井武夫さんとの思い出
など、当時を振り返ります。
日時　6 月21 日（日）13:30 ～ 15:00
場所　航空宇宙科学博物館内
ウェルカムルーム
対象　入館者
定員　60 人（当日申込順）
申込　当日 9:30 ～整理券を配
布
備 考　 入館料（大人 800 円、
小 中 学 生 300 円、60 歳 以 上
と高校生 500 円）が必要です

C
U
LT
U
R
E

6 月 21 日は
KAL-1 連絡機イベントを開催

かかみがはら航空宇宙科学博物館
☎ 058-386-8500

〒 504-0924 下切町 5-1
㊡火曜日
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毎月 1日号に掲載

健康に役立つ情報をお届け！
み ん な 集 合

掲載する団体・サークル
を募集中！詳しくは秘
書広報課☎ 058-383-
1111（内線 2151）
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KIDS in Kakamigahara

新入生歓迎会で学んだこと
那加中学校

　

口
に
は
、「
食
べ
る
」「
話
す
」

と
い
う
こ
と
の
ほ
か
に
、「
泣
く
・

笑
う
」
な
ど
の
感
情
を
表
す
役
割

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
が
生
活
機

能
と
し
て
十
分
発
揮
さ
れ
る
と
、

子
ど
も
の
心
身
は
満
足
し
、
口
や

全
身
の
発
育
が
促
さ
れ
ま
す
。

幼
児
期
に
「
よ
く
噛
む
」
習
慣

を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う

　

噛
む
こ
と
が
及
ぼ
す
影
響
に
は

次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

①
舌
や
顎
の
運
動
機
能
、
味
覚
が

発
達
す
る
②
顔
の
骨
や
筋
肉
の
成

長
を
促
し
、
表
情
が
豊
か
に
な
る

③
脳
の
血
流
量
が
増
え
、
頭
の
回

転
が
よ
く
な
る 

な
ど

　

幼
児
期
に
し
っ
か
り
と
噛
む
習

慣
を
つ
け
る
に
は
、
乳
歯
の
生
え

方
に
応
じ
た
食
材
と
、
調
理
形
態

　
「
レ
モ
ン
体
操
」
と
い
う
さ

わ
や
か
な
呼
び
名
の
、
真ま

っ
こ
う向

法

の
体
操
サ
ー
ク
ル
で
す
。
１
回

約
３
分
、
わ
ず
か
４
パ
タ
ー
ン

の
ス
ト
レ
ッ
チ
を
す
る
だ
け

で
、
美
し
く
年
を
重
ね
る
こ
と

に
役
立
つ
健
康
体
操
が
、
真
向

法
の
体
操
で
す
。

　

人
は
年
を
重
ね
る
と
、
健
康

で
あ
る
こ
と
が
一
番
の
幸
せ
と

感
じ
ま
す
。
老
化
は
「
足
」
か

ら
忍
び
寄
る
と
言
わ
れ
る
だ
け

に
、ひ
ざ
の
関
節
は
大
切
で
す
。

だ
か
ら
、
ひ
ざ
の
主
軸
で
も
あ

る
股
関
節
を
鍛
え
る
の
が
と
て

も
重
要
で
す
。
腰
を
柔
ら
か
く

整
え
、
背
骨
を
伸
ば
し
て
下
半

身
の
運
動
を
す
る
こ
と
が
、
健

康
維
持
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

現
在
、
女
性
15
人
で
お
天
気

に
関
わ
り
な
く
、
月
に
４
回
の

教
室
で
、
和
気
あ
い
あ
い
と
楽

し
く
体
を
動
か
し
リ
ラ
ッ
ク
ス

を
し
て
い
ま
す
。
新
し
く
入
っ

た
方
も
、
伸
び
伸
び
と
参
加
し

て
い
ま
す
。

　

日
常
生
活
で
は
、
食
事
、
運

動
、
休
養
な
ど
の
バ
ラ
ン
ス
が

大
切
で
す
が
、
真
向
法
は
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
体
操
と
い
え
る

と
思
い
ま
す
。

　

あ
な
た
も
始
め
ま
せ
ん
か
。

血
液
の
循
環
が
よ
く
な
り
、
快

眠
・
快
便
の
生
活
を
送
る
喜
び

を
と
も
に
味
わ
い
ま
し
ょ
う
。

　

新
メ
ン
バ
ー
大
歓
迎
で
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
い
つ
で
も

体
験
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

活
動
日
　
毎
週
水
曜
日
午
前
９

時
15
分
～
10
時
45
分

場
所
　
鵜
沼
東
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
鵜
沼
山
崎
町
４
）

会
費　

月
１
８
０
０
円

詳
細　

柴
田
☎
０
５
８（
３
８
４
）

７
３
５
９

体操サークル
レモン体操

（
硬
さ
・
大
き

さ
）の
工
夫
で
、

噛
む
力
の
発
達

を
促
す
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

乳
歯
は
、
１
～
３
歳
の
約
２

年
間
に
、
前
歯
か
ら
奥
歯
へ
と
、

生
え
そ
ろ
い
ま
す
。

　

１
歳
の
こ
ろ
は
、
食
べ
物
を
前

歯
で
噛
み
切
る
こ
と
は
で
き
て

も
、
奥
歯
で
飲
み
込
み
や
す
く
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
噛
ま
ず

に
飲
み
込
ん
だ
り
、
口
か
ら
出
し

た
り
す
る
の
は
、
噛
む
力
の
発
達

に
、
食
材
や
調
理
形
態
が
あ
っ
て

い
な
い
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
た
め
の
ポ

イ
ン
ト　

①
根
菜
類
な
ど
噛
む
回
数
が
多

い
食
品
を
選
ぶ
。

②
よ
く
噛
ま
な
く
て
も
味
の
わ
か

る
「
濃
い
味
付
け
」
は
避
け
る
。

③
多
種
類
の
食
材
を
使
う

親
子
で
一
緒
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

　

楽
し
く
食
べ
る
元
気
な
子
に
育

て
る
た
め
、
む
し
歯
予
防
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
食
事
中
は
「
一
口

30
回
噛
む
」「
噛
ん
で
い
る
間
は
、

飲
み
物
を
飲
ま
な
い
」
な
ど
を
、

親
子
で
一
緒
に
心
が
け
、
咀

そ
し
ゃ
く
り
ょ
く

嚼
力

を
育
て
ま
し
ょ
う
！

詳
細　

健
康
管
理
課
☎
０
５
８

（
３
８
３
）
１
１
１
６

　　丸山友実さん｜美容師の全国大会、東海勢ではただ一人の3位入賞！

　

今
年
4
月
開
催
の
「
ヘ
ア

カ
ラ
ー
ラ
イ
ブ
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
１
５
」
で
、
市
内
の
美
容

師
、丸
山
友
実
さ
ん
が「
フ
ァ
ー

ス
ト
グ
レ
イ
部
門
」
優
秀
賞
に

選
ば
れ
た
。
同
賞
は
全
国
3
位

に
あ
た
る
快
挙
。「
ど
う
し
て

も
サ
ロ
ン
を
東
海
№
1
に
」
と

い
う
思
い
が
結
果
に
つ
な
が
っ

た
、と
丸
山
さ
ん
は
振
り
返
る
。

　

本
番
は
１
５
０
分
で
カ
ラ
ー

か
ら
ス
タ
イ
リ
ン
グ
、セ
ッ
ト
、

メ
ー
ク
を
す
べ
て
1
人
で
こ
な

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
ま

で
の
知
識
・
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
用

い
て
、
モ
デ
ル
の
持
つ
雰
囲
気

を
最
大
限
に
活
か
し
、
当
日
は

21
人
の
審
査
員
中
13
人
の
票
を

集
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

丸
山
さ
ん
が
美
容
師
を
志
し

た
の
は
中
学
3
年
生
の
こ
ろ
。

か
っ
こ
い
い
と
い
う
憧
れ
か

ら
、
当
時
は
自
分
や
友
人
の
髪

を
切
り
、
高
校
で
は
美
容
院
で

ア
ル
バ
イ
ト
を
し
た
。「
当
た

り
前
に
お
客
さ
ん
が
来
る
と
い

う
状
況
は
実
は
す
ご
く
恵
ま
れ

て
い
る
ん
で
す
」。
当
時
の
バ

イ
ト
で
丸
山
さ
ん
は
お
客
さ
ん

が
来
な
い
こ
と
の
辛
さ
を
経
験

し
、
お
客
さ
ん
一
人
一
人
を
大

切
に
す
る
気
持
ち
を
学
ん
だ
。

　

専
門
学
校
を
卒
業
後
、
現
在

の
サ
ロ
ン
に
。
下
積
み
時
代
を

経
て
カ
ッ
ト
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た

す
が
、
美
容
師
本
人
の
人
気
も

必
要
な
業
界
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
思
い
悩
む
こ
と
も
あ
っ
た

と
い
う
。「
自
分
は
こ
の
業
界
に

必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
か
」
と
、

時
に
は
自
分
の
価
値
が
見
い
だ

せ
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
ん

な
時
に
社
長
の
励
ま
し
や
、
自

分
を
指
名
し
て
く
れ
る
お
客
さ

ん
の
「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う

言
葉
に
力
を
も
ら
っ
た
。

　
「
今
の
サ
ロ
ン
に
入
社
し
、
10

年
。諦
め
な
く
て
本
当
に
よ
か
っ

た
」。
あ
の
時
励
ま
し
て
く
れ
た

社
長
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

お
客
さ
ん
に
も
、
今
ま
で
以
上

に
自
信
を
も
っ
て
ス
タ
イ
ル
を

提
案
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
来
年
度
は
グ
ラ
ン
プ
リ
を
目
指

し
ま
す
！
」
新
た
な
目
標
を
胸

に
、
今
日
も
鏡
の
前
に
立
つ
。

YUJI Maruyama
「LA DONNA 各務原店」店長を務
め、忙しい日々を送る。休日に喫
茶店でお茶をするのが楽しみ。

「目指すは東海№ 1サロン」。諦めずにつかんだ栄冠

　

響
き
わ
た
る
吹
奏
楽
部
の
演

奏
。
た
く
さ
ん
の
先
輩
の
姿
。

こ
れ
が
中
学
校
な
の
か
と
圧
倒

さ
れ
な
が
ら
、
新
入
生
歓
迎
会

の
会
場
、
広
い
体
育
館
に
入
場

し
ま
し
た
。

　

入
場
す
る
私
た
ち
を
迎
え
て

く
れ
る
先
輩
た
ち
の
姿
か
ら
、

中
学
生
に
な
る
と
は
ど
う
い
う

こ
と
な
の
か
が
、
何
と
な
く
で

す
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

  

２
年
生
と
３
年
生
に
よ
る
学

年
合
唱
は
、私
に
は
印
象
深
く
、

ま
た
緊
張
を
取
り
去
っ
て
く
れ

る
も
の
で
し
た
。
今
ま
で
聞
い

た
こ
と
が
な
い
迫
力
の
あ
る
合

唱
、
心
が
温
か
く
な
る
歌
声
。

思
わ
ず
歌
い
た
く
な
る
よ
う
な

指
揮
。
私
も
あ
の
よ
う
に
歌
っ

て
み
た
い
な
、
な
り
た
い
な
と

思
い
ま
し
た
。

　

生
徒
会
の
各
委
員
長
の
「
願

い
」・「
考
え
」
は
、「
全
進
～

共
に
進
も
う
～
」
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
詳
し
く
し
た
も
の
で
、
那

加
中
を
よ
く
し
た
い
と
い
う
熱

い
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
先
輩
方
の
言
葉
か
ら
、
中

学
生
と
し
て
の
あ
る
べ
き
姿
を

知
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
「
新
入
生
代
表
の

言
葉
」。
私
の
出
番
が
回
っ
て

き
ま
し
た
。
こ
の
会
が
始
ま
る

前
ま
で
は
、「
全
校
の
皆
さ
ん

の
前
で
失
敗
し
た
ら
ど
う
し
よ

う
」「
で
き
る
か
な
あ
」
な
ど

の
マ
イ
ナ
ス
の
考
え
が
あ
り
ま

し
た
が
、
先
輩
方
の
合
唱
や
言

葉
、
聞
く
姿
か
ら
「
１
年
生
代

表
と
し
て
し
っ
か
り
や
ろ
う
。

で
き
る
！
」
と
い
う
気
持
ち
で

話
せ
ま
し
た
。
考
え
て
き
た
こ

と
を
ハ
ッ
キ
リ
と
言
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

那
加
中
生
徒
は
、「
自
ら
求

め
、
鍛
え
や
り
抜
き
、
思
い
や

り
、
主
体
性
を
大
切
に
し
て
生

活
を
し
て
い
る
」
こ
と
が
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

始
ま
る
３
年
間
の
生
活
が
充
実

し
た
楽
し
い
も
の
に
な
る
よ
う

に
、「
仲
間
と
協
力
す
る
力
」「
自

分
で
考
え
行
動
す
る
力
」
を
つ

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

文
・
１
年
　
長
谷
川
文あ
や

音ね

さ
ん

子
ど
も
の
健
康
は

「
お
口
の
健
康
」
か
ら
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作　

・
大
堀
一
志

挿
絵
・
廣
江
貴
子 23

　
木
材
な
ど
の
天
然
素
材
と
日
本
伝
統
の
工

法
。
さ
ら
に
大
工
の
高
い
技
術
が
生
み
出
す

日
本
家
屋
。
須
衛
町
の
足
立
四
郎
さ
ん
は
、

中
学
卒
業
と
と
も
に
大
工
の
道
へ
入
り
、
職

人
歴
58
年
を
数
え
る
ベ
テ
ラ
ン
職
人
で
す
。

　
個
人
の
住
宅
か
ら
神
社
の
拝
殿
ま
で
、
こ

れ
ま
で
手
が
け
た
建
物
は
数
え
き
れ
な
い
と

い
う
足
立
さ
ん
。
昔
と
変
わ
ら
ず
、
入
念
に

手
入
れ
し
た
道
具
と
自
ら
の
手
で
木
材
を
加

工
し
て
い
き
ま
す
。

　
機
械
で
は
な
く
カ
ン
ナ
で
削
る
こ
と
で
、

「
ツ
ヤ
が
出
て
水
を
は
じ
く
の
で
木
が
長
持

ち
す
る
」
な
ど
、
大
工
の
技
に
は
先
人
の
知

恵
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
基
本
を
重
ん
じ

つ
つ
、
今
で
も
建
築
の
勉
強
を
怠
ら
な
い
と

い
う
足
立
さ
ん
。「
体
が
動
け
る
う
ち
は
大

工
を
続
け
た
い
ね
」
と
、
真
摯
な
姿
で
木
材

に
向
か
っ
て
い
ま
す
。
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大工
（だいく）

【これまでのあらすじ】文
ぶんせい

政 12 年（1829）。年貢増徴の危機にあった島崎村と野口村は、窮状を江戸の幕府に直接訴え出る「直
じき

訴
を

」を決行。

　　　　　　　　　　　島崎村の若者・彦
ひこさく

作をはじめ、儀助や野口村の兼蔵などが老中への「駕
か ご そ

籠訴」を行い、入牢の身となるのだった…

　4 月 11 日から 12 日にかけて、食の祭典「かか
みがはら」フードバトル 2015 が開催されました。
【市民カメラマン：尾﨑傑さん】
2日目のフードバトルで人気店の投票の中間発表が
掲示されていました。朝の10時にはすでにお客さ
んが集まっていて、前日からのリピーターもいま
した。店の前には行列ができ、噴水の周りも特設
テントの休憩所もそして公園の芝生の上にも人が
いて、それぞれ好みの食べ物を口にしていました。

シニア世代が学ぶ初めてのスマホ講座 稲羽東小学校で伝統の茶摘み体験

縄文時代にタイムスリップ！

初めてのスマホ講座 茶摘み体験

炉畑遺跡見学「かかみがはら」フードバトル

　昨年大好評だった「初めてのスマホ講座」が、
今年も中央ライフデザインセンターで開催されま
した。ドコモショップ各務原店のスタッフを講師
に、60 歳以上のシニア世代 20 人が参加しました。
　講座では、全員にスマートフォンを貸し出し、
通話の仕方や、メール、カメラ機能の使い方など
を説明。講師が実演した後、実際に操作して実践。
気軽に質問しながら、スマートフォンの使い方を
教わりました。 　　　　 　　　　　 （4 月 28 日）

　稲羽東小学校には、校舎の外周に約 400 本の
お茶の木が植えられており、毎年この時期に茶摘
みが行われています。今年も、5 月 8 日に同校の
全校児童 211 人と保護者、地域の住民などが集
まり、茶摘みを体験しました。収穫した茶葉は、
児童が給食の時間などに楽しみます。
　今年、初めて茶摘みを体験した 1 年生は「柔ら
かい葉っぱがたくさんとれて楽しかった。お茶を
飲むのが楽しみです」と、笑顔を見せていました。 

　4 月 27 日、陵南小学校の 6 年生 92 人が、遠足
で鵜沼三ツ池町の炉畑遺跡公園を訪れ、竪穴住居
などを見学しました。
　児童たちは、市の学芸員から縄文土器について
の説明を受けた後、復元された竪穴住居を見学。
実際に中に入り、入口や住居の周囲の長さを測る
など、縄文時代の生活について学びました。現代
とは大きく違う縄文時代の文化に触れて、子ども
たちは皆、興味深そうに目を輝かせていました。

届
い
た
の
が
、
同
二
十
七
日
。
さ
っ
そ
く
両

村
の
主
だ
っ
た
者
た
ち
が
古
市
場
村
の
清せ
い
す
け助

宅
に
集
ま
り
祝
宴
を
催
し
た
。
さ
ら
に
翌

二
十
八
日
に
は
野
口
村
の
清せ
い

右え衛
門も
ん

宅
で
寄

り
合
い
、
府
の
七
人
を
出
迎
え
る
相
談
を
し
、

両
村
の
う
ち
五
六
人
は
太
田
宿
ま
で
出
迎

え
、
他
の
者
は
小こ

前ま
え

末
々
ま
で
揃
っ
て
鵜
沼

宿
へ
迎
え
に
行
く
こ
と
を
決
め
た
。

　

一
方
、
佐
々
木
惣
左
衛
門
は
徳
山
五
兵
衛

よ
り
寺
社
奉
行
に
差
し
出
さ
れ
、
吟ぎ
ん

味み

の
う

え
入
牢
の
後
、
江
戸
お
構
い
（
江
戸
追
放
）

と
な
っ
た
。
佐
々
木
の
よ
う
な
渡
り
侍
は
地じ

方か
た
こ
う
し
ゃ

巧
者
と
も
い
い
、
領
主
の
手
先
と
な
っ
て

農
民
か
ら
厳
し
く
巧
み
に
年
貢
を
取
立
て
て

増
収
を
計
る
。
村
方
と
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
せ

ば
罷ひ

免め
ん

さ
れ
る
が
、
も
し
罷
免
さ
れ
て
も
せ

い
ぜ
い
追
放
さ
れ
る
程
度
で
、
ま
た
別
名
で

次
の
雇
い
主
を
探
す
と
い
う
、
そ
の
よ
う
な

渡
り
侍
が
何
人
も
い
た
と
い
う
。
― 

つ
づ
く

　

六
月
四
日
、
佐
々
木
惣そ

う

左ざ

え衛
門も
ん

は
江
戸
に

着
く
。
が
、
寺
社
奉
行
の
要
求
に
も
、
徳
山

本
家
の
役
人
と
示
し
合
わ
せ
、
乱
心
と
偽
っ

た
ま
ま
座
敷
牢
に
引
き
籠こ
も

る
。

　

や
が
て
、
幕
府
内
に
も
動
き
が
出
て
来
る
。

分
家
の
騒
動
が
本
家
に
災
い
を
も
た
ら
す
と

懸
念
し
た
徳
山
五ご

へ

え
兵
衛
の
舅
し
ゅ
う
と・
筒
井
伊い

賀が
の
か
み守

か
ら
寺
社
奉
行
・
松
平
伊い

豆ず
の
か
み守
に
問
い
合
わ

せ
た
と
こ
ろ
、
こ
の
ま
ま
騒
動
が
長
引
く
と

領
地
半
減
に
な
る
と
聞
き
慌あ
わ

て
る
。
さ
ら
に

寺
社
奉
行
か
ら
徳
山
五
兵
衛
の
上
役
・
長
坂

三さ
ん

之の

丞じ
ょ
うを
介
し
た
圧
力
が
徳
山
家
に
掛
け
ら

れ
、
同
じ
く
老
中
水
野
出で

羽わ
の
か
み守
か
ら
も
叱し
っ
せ
き責

の
意
が
下
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
が
徳
山

本
家
か
ら
分
家
に
伝
え
ら
れ
、
分
家
の
当
主

徳
山
主か
ず
え計
は
事
の
重
大
さ
に
改
め
て
驚
き
、

問
題
落
着
に
向
け
て
動
き
出
す
。

　

そ
し
て
、
急
転
直
下
に
落
着
し
、
六
月

十
三
日
に
は
入じ
ゅ
ろ
う牢
者
へ
の
出
牢
許
可
が
出
さ

れ
宿
預
け
と
な
り
、
同
二
十
一
日
に
は
出
府

人
七
人
（
金き
ん

左ざ

え衛
門も
ん

・
兼か
ね
ぞ
う蔵
・
九く

へ

え
兵
衛
・
儀ぎ

助す
け

・
彦ひ
こ
さ
く作
・
新し
ん

五ご

郎ろ
う

・
五ご

右え衛
門も
ん

）
全
員
の

帰
国
が
許
さ
れ
た
。
こ
の
知
ら
せ
が
国
元
に

ウオッチ

WATCH

市民カメラマンフォトルポ市民カメラマンフォトルポ
匠
フ
ァ
イ
ル

今
号
の

表
紙
を

飾
っ
た
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布絵と出会い、約 17 年が経ちました。布と糊があれば

簡単に始められる布絵。作品には、祖母の着物や夫のワ

イシャツなど思い出の詰まったものを利用しています。

現在は、飼っている馬をモデルに布絵を作成中。いつも

布を眺めては、「どこに使えるかな」と想像し、イメージ

を膨らませています。

布絵
「薔

ば

薇
ら

とワイン」

熊﨑久美子さん
（鵜沼南町）

CITY
GALLERY

布の模様から浮かぶイメージ

加藤　ほなみちゃん（H25.9.25 生） 西村　琉
る

煌
き

ちゃん（H23.5.2 生）

おしゃべりや歌が上手になって楽しいな♪た

くさん遊んで笑顔いっぱい大きくなってね !!

（哲夫さん・かなえさん、蘇原清住町）

琉煌は家族の宝物！これからもたくさんの笑

顔を見せてね。大好きだよ。

（剛大さん・佳奈子さん、各務西町）

環境保護のため、
植物インキを
使用しています。

各務原市の
人口・世帯

人口｜ 14 万 8299 人（男　7万 3258 人・女　7万 5041 人）

世帯｜ 5万 7456 世帯　　　　　　平成 27 年 5月 1日現在
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